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　市では、心身障害者や乳幼児、母子・父子家庭などの経済的負担を軽減し、適切な受診機会を確保するため、

医療費助成を行っています。

【助成対象者】

　産身体障害者手帳１・２級および３級（内部障害のみ）または療育手帳Ａの人

　産特別児童扶養手当の障害程度が１級に該当する人

【助成範囲】　保険証を使って病院、診療所で診療を受けた際の自己負担額（保険適用分）が助成されます。

【助成方法】　自己負担額を医療機関窓口で支払い助成申請書を提出した後に市から払い戻しされます。

【助成を受けられない人】

　産生活保護を受けている人

　産助成対象者および同居する親族の所得が一定額以上であるとき

乳幼児医療費助成

【助成対象者】

　義務教育就学前（出生から６歳に達する日の属する年度の末日まで）の乳幼児

【助成範囲】　保険証を使って病院、診療所で診療を受けた際の自己負担額（保険

　適用分）が助成されます。

【助成方法】　療養の給付に係る一部負担金が現物給付方式（窓口無料化）により

　助成されます。ただし、県外医療機関での受診や一部の国民健康保険組合加入

　者は、自己負担額を医療機関窓口で支払い助成申請書を提出した後に市から払

　い戻しされます。

【助成を受けられない人】

　産生活保護を受けている人

　産保護者（養育者）の所得が一定額以上であるとき

母子・父子家庭医療費助成

【助成対象者】

　産母子・父子家庭の１８歳の年度末までにある子

　産母子家庭の母、父子家庭の父

　産父母のいない１８歳の年度末までにある子

【助成範囲】　保険証を使って病院、診療所で診療を受けた際の自己負担額（保険適用分）のうち、入院：2,000円、

　通院：1,000円を超えた額が助成されます。

【助成方法】 自己負担額を医療機関窓口で支払い助成申請書を提出した後に市から払い戻しされます。

【助成を受けられない人】

　産生活保護を受けている人

　産助成対象者および同居する親族の所得が一定額以上であるとき

申請・届け出先、問い合わせ

【申請・届け出先】

　各総合支所市民福祉課　市民福祉係

【問い合わせ】

　 ▼市民生活部保険医療課　医療係

　緯 0220（58）2166

　 ▼各総合支所市民福祉課　市民福祉係

医療費助成の受給者証を持っている人は、
次の場合には届け出を行ってください

■振込口座、加入健康保険、氏名、住所が変わった場合

■受給者などが市外へ転出または死亡した場合

■生活保護を受けることになった場合

心身障害者医療費助成

医療費助成制度のお知らせ
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●市立病院の再編・改革についての市民説明会●

　
市
立
病
院
の
再
編
を
検
討
し
て
き
た
登
米
市
地
域
医
療
福

祉
体
制
検
討
委
員
会
（
委
員
長
・
佐
藤
良
友
市
医
師
会
長
）

か
ら
最
終
報
告
書
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
の
体
制
、
そ
の
後
の
再
編
に
つ
い
て
、

２０

市
の
考
え
を
含
め
て
、
１
月
　
日
か
ら
２
月
７
日
ま
で
各
町

２５

域
で
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
発
言
の

あ
っ
た
質
問
や
意
見
を
交
え
な
が
ら
、
病
院
再
編
の
内
容
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

病
院
再
編
の
必
要
性
を

説
明

　
検
討
委
員
会
か
ら
、
登
米
病
院

を
平
成
　
年
４
月
か
ら
無
床
診
療

２０

所
、　

年
４
月
か
ら
米
谷
・
よ
ね

２２

や
ま
病
院
も
無
床
化
と
し
、
２
病

院
５
診
療
所
と
す
る
最
終
報
告
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
書
で
の
病
床
数
３
９
９
床

は
、
現
在
の
平
均
入
院
患
者
数
を

も
と
に
考
え
る
と
不
足
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
入
院
患
者
の
中
に
は
、

介
護
施
設
へ
の
入
所
を
希
望
し
て

市
民
説
明
会
へ
の
参
加
は

約
５
７
０
人

　
市
立
病
院
の
再
編
・
改
革
は
、

地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
再
編
の
内
容
を
説

明
す
る
た
め
、
１
月
　
日
か
ら
２

２５

月
７
日
ま
で
の
間
、
各
町
域
で
説

明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
約
５

７
０
人
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　
再
編
の
基
本
方
針
は
、
医
師
不

足
の
た
め
、
市
立
病
院
の
医
師
を

参加者数会　　場開催月日

137人登米公民館１月２５日（金）

130人米谷公民館１月２８日（月）

84人米山公民館１月３０日（水）

26人豊里多目的研修センター１月３１日（木）

51人中田農村環境改善センター２月１日（金）

31人津山林業総合センター２月４日（月）

27人石越総合支所２月５日（火）

30人南方公民館２月６日（水）

51人迫公民館２月７日（木）

567人計

い
て
、
空
き
が
な
い
た
め
に
入
院

し
て
い
る
人
も
多
く
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は

介
護
施
設
の
定
員
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
し
て
、

登
米
病
院
を
除
く
再
編
の
時
期
を

　
年
４
月
と
し
ま
し
た
。

２３

集
約
し
労
働
環
境
を
改
善
し
な
が

ら
、
診
療
体
制
の
維
持
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
数
の
減

少
な
ど
で
赤
字
が
続
き
、
累
積
の

赤
字
も
増
加
し
、
市
の
財
政
で
は

支
え
き
れ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て

い
る
と
い
う
深
刻
な
状
況
を
打
開

す
る
た
め
、
自
立
的
な
経
営
を
目

指
す
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
病
院
の
再
編
が
一
年
先
送
り
に

な
っ
た
背
景
の
一
つ
に
、
介
護
施

再
編
は
介
護
保
健
施
設

整
備
と
併
せ
て

４
月
か
ら
登
米
病
院
は

無
床
診
療
所
へ

　
説
明
会
で
の
市
民
の
意
見
が
最

も
多
か
っ
た
の
が
、
な
ぜ
身
近
な

病
院
が
無
床
診
療
所
に
な
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
最
大
の
要
因
は
、
医
師
不

足
で
す
。
入
院
施
設
の
あ
る
病
院

の
医
師
は
、
昼
間
だ
け
で
は
な
く
、

夜
間
も
入
院
患
者
の
急
変
や
救
急

患
者
へ
の
対
応
の
た
め
に
当
直
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も

東
北
大
学
病
院
な
ど
か
ら
の
応
援

医
師
に
よ
り
、
当
直
業
務
を
補
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
大
学
か
ら
の
応
援
医
師

設
の
整
備
計
画
が
あ
り
ま
す
。

　
来
年
度
策
定
予
定
の
介
護
保
険

事
業
計
画
（
平
成
　
～
　
年
度
）

２１

２３

で
は
、
約
１
０
０
床
程
度
の
整
備

が
可
能
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
事

業
者
の
選
定
や
施
設
の
建
設
工
事

の
期
間
か
ら
、
介
護
施
設
が
実
際

に
利
用
で
き
る
の
は
　
年
４
月
か

２３

ら
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
介
護
保
健
施
設
整
備
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
か
ら
、
病
院
の
再
編
も

　
年
４
月
を
目
標
に
進
め
る
こ
と

２３に
な
っ
た
も
の
で
す
。

市
立
病
院
の
再
編
・
改
革

２
病
院

５
診
療
所
化




